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 0.Schmiedeberg(1881)カ ミ豚(め)・腎及 び 犬 肝 にHlstozymを 磯 見せし以來,其 後LA.
        2)        3)        斗】5、6)7
Smorodinzew(1923)及 び田村(1924)を 初 め幾 多の研究者 に依 り牛,馬,豚,犬,家 兎又家鶏
の諸 臓器に就 き叉此等動 物の消化管系統 の線組織 に就 きて今井(1923),内(ガ)野(ig28),河( ラ)井(1929(ミめ))
    王〔1) 11)              12)
叉市 岡(1936)の 研究報告 あ り.著 者 は既にマ ウス肝臓 にAcylase作 用 あるを報告せ しが鼓 に其
後 の研究結果 を述 べん とす・
 先 づ各種動 物名臓 器 に於けるBe1・z・yl91y・in及 びH・n・ ・ylgly・yigly・in分解酵素作用の分布歌
態 を比較観察 するに,8enzoylglyc三n分 解作用 は豚,犬,家 兎叉i家鶏 に就 きては,木 村(ユ929)の(の)・
報告 と一致す る成績 を得た り.猫,モ ルモ ツ ト,白 鼠 叉マ ウスに就 きては未だ報文 を見 す,そ の
研究成績 を第1表 及 び第2表 に禍 ぐ・                .
 マ ウス肝臓 に依 るBenzoy191ycin及 びBenzoylglycy191yci血 分解値 は甚 だ大に して,豚 と同
程度或 は其れ以上 の分解値 を示 し,他 動物肝臓 には殆 ん どその作用 を認 めす.
 マ ウス腎臓 に就 きて は豚のそれに比適 する著明な る分解値 を観察 せ り,モ ルモ ッ トは これ に
女 ぐ程度な り・                            .          ・
勝臓 に就 きては,マ ウス膵 に働 ,B・・昇・ylgly・i・分解著明に して,豚 以外 は殆 ど陰 性結果 な
り・筋,心 筋,肺,脾,畢 丸の作用に關 してはマ ウス心筋及 び睾 丸叉 豚の心筋及 び脾叉 モルモツ
ト,犬 或 は猫 の睾 丸に依 る極 めて輕微 な る酸値増 加 を記載 せる も,誤 差範 團内 と見 る可 きもの
もあ り.
 マ ウス肝H量sto野m作 用を確定 する爲 め0.1799のBenzoylglydnに・かNaOH i ccmを 加
へ溶解 し,マ ウス肝乾燥 粉末(Aceton及 びAtherに 依 り乾燥 せ しもの>0β9を 混 じ, PH 7,3
の調節液 を加へ て全 量 を20ccmと な し, Toluo1を 重 暦 し37。C贈 卵器 中に72時 闇溝化後,そ
の液の除蛋白 を行ひ,盤 酸酸性 にて石油 ヱーテル(50-60。C沸 黒占)を以て充 分振盗抽 出 をなす・此
の抽出液 より融 霜120-121。Cの8enzoes盗ure O.07589を 分離 し得 た り.i封照 試験 として30
分 間粉末酵素液 を煮沸 せ しものを作 用せ しもの よ りぼ BenZGesaureを 分離 し得す.
 マ ウス肝,腎 叉膵 に依 るBenzoyldl91ycinの 分解 は更に著 明な り.そ の分解位置に就 きては
                   (189)、
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今 後 の 分 解 産 物 分 離 に 依 り て 決 定 さ る 可 き も の な る が,肝 臓 のBenzoylglycin叉Benzo}・ldiglアciE
分 解 酵 素 作 用 の 分 別 に 就 き て は 後 述 す べ し。
 第3表 に は 各 種 水 素 イオ ン 濃 度 を 考 慮 し マ ウ ス 肝 に 依 るAcyl誘 導 膿 の 分 解 をBenzoyl9旦ycin,
8enzoy191ycylglyc圭n, Benzoyl-d14eucy191yc互n,1玉eHzoyi-dl-phenylalanin('J), Phtaly diglycinに
就 き て,試 験 ぜ し成 績 を 掲 ぐ∴Benzoylglycin分 解 はPH 7,0-7,5叉Beヱ ユzoylg工y6yglydnは
PH 7,0-8,0に 於 て 分 解 最 大 値 を 認 め た り.
 豆enzoy1-dl-1eucylglycinの 抵 抗 を 示 せ る は注 意 す べ き結 果 な り.Benzoyl-d互-Pもenylalanin(        化  學  研  究  所  講  演  集  弟  十  一  輯今 後 の 分 解 産 物 分 離 に 依 り て 決 定 さ る 可 き も の な る が,肝臓 のBenzo g yc 叉Benzo}・ldiglアci分解 酵 素 作 用 の 分 別 に 就 き て は 後 述 す べ し。 第3表に は 各 種 水 素 イオ ン 濃 度 を 考 慮 し マ ウ ス 肝 に 依 るAcyl誘導 膿 の 分 解 をBenzoyl9旦yciエ8enzoy191ycylglyc圭n, Benzoyl-d14eu y191yc互n,1玉eHzoyi-dl-phenylalanin(β), Phtalyldiglycin l三就 き て,試験 ぜ し成 績 を 掲 ぐ∴Benzoylglycin分解 はPH 7,0-7,5叉Beヱユzoylg工y6yglydnはPH 8 0に於 て 分 解 最 大 値 を 認 め た り. 豆enzoy1-dl-1eucy glycinの抵 抗 を 示 せ は注 意 す べ き結 果 な り.Benzoyl-d互-Pもenylalanin((ウ)β)
は 分 解 陰 性 に し て 叉Phtalyldiglycinの 分 解 試 験 も家 兎 叉 豚 肝 同( コ)様陰 性 結 果 な り・   '
 Halogenac郵ase作 用(第4表)に 閣 して は 市 岡(1937)の 家(ユひ)兎叉 家 鶏 肝 同 檬,マ ウ ス 肝 に 依 り て
もChloracety亘 一1-pheny亙alaninはPH 7,3-7,5に 方恐て 分 解 著 明 に し て, ChloracetyMI-phenylala撤n
(β)は 分 解 微 弱 な り.Bromisocapronyl-d1-pheny1批lanlnは長 時 間 に 於 て の み 僅 に ア ミ ノ 窒 素 増 加
を 示 す に す ぎ す.2romisocaprony鄭アcinは 家 兎 叉 は 家 鶏 肝 に 依 り て 分 解 陽 性 な る も,マ ウ ス肝
に 於 て は 甚 だ 後 弱 に し て,Bromisocaprony嫉glyc{nは陽 性 な り.蕪 にChloracet夕1誘 導 艦 に 比
し て,Brom三socaprony1誘導 艦 の 抵 抗 を 示 せ る 事 叉 α一Phenylaianin誘 導 髄(の)より β一Phenyla1翻n
誘 導 髄 の 抵 抗 あ る 黙 を 指 摘 す べ く,叉Glyci貧 誘 導 艦 よ り-Dlgiycin誘 導 膿 の 分 解 さ れ 易 き 成 績
に も注 意 す べ し.    .
 最 後 こ吸 着 齊1に 封 す る 態 度 を 試 験1し,Be館oylgiycin及びBenzoyldi9王yc1n分解 作 用 の 分 別
に 就 き て 述 ぶ.第5表 はKieselgur, Tierko簸1e, Kaoiin, Tonerdeに 依 る 各PHに 於 け る吸 着
残 液 のAcy茎ase作 用 を 示 せ り・PH 5,8に 於 て 丁五erk・hleに 依 りBenzoylglycin並に Ben-
z◎yldiglycin分 解 酵 素 は,と もに 殆 ん ど吸 着 さ れ し結 果 を 示 せ り・他 の 場 合 に は 明 確 な る成 績 を
認めす,木 村(ig29%瀦 に於 けるPH 3級 礪 脚93齢 購 腎に腿P珊6に てT。n,,d。
に依 りHistozymの 吸 着を観 察せ し結果 と少 し く趣 きを異 にす・
 Tierkohleに 依 る破 吸着相 を1)H 9,0の 安門水 にて溶離iせ し結果 は第6表 の如 く,そ の溶離液 は
Benzoylglycinを 分解す るも,跳nzoyldiglycinの 分解能 を獲揮 せす.
 本試験成績ぼ 内野,中 山氏に依 り豚腎の該 爾酵素作 用の分別 を報告 され し如 く,こ の マウス
肝のHistozy皿 作用 とBenzoyld至glycね 分解作用 の分別 を推論 せむ とする ものな り・
              實   験   の   認
  ウ
 (1)酵 素液;豚,犬,家 鶏,家 兎,猫,モ ルモツト,白鼠叉マウス(フ ランスマウス)の 肝,
腎,騰 筋 心筋 脇 月鞍 輸 を血液の混入を避け,之 れ を糸噛 し,よ く磨潰ナ 止ヒの組織粥に
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其 の 重 量 の3倍 容 量 の0,05%`Essig・ 琶u・・ 含 有Gly・ ・rin-Wasse・(Glycerin 1・W・sse・1)を 加 へ
再 び よ く磨 潰 し 細 目 飾 を 以 て 箭 し た る 潰 浸 液 にToluo1を 重 暦 し 氷 室 に 貯 ふ ・此 の 潰 浸 液2ccm
を 酵 素 液 と し て 基 質 溶 液20ccmに 蜀 し て 使 用 す.
 (D基 質 溶 液;次 に 使 用 せ し 基 質 の 窒 素 分 析 量 を 揚 ぐ.
 1)Benzoylglycin Ber. N 7,82%. Gef.7,98%.甚)Benzoyld量glycin 8er. N I I,86%. Gef。
 N、11,95%.孤)Benzoyl-d1-1eucylglycin Ber・N9,59%. Gef・N9,86%.斑)Benzoyl-d1-
 pheny1alanin(β)瑠er. N 5,21%, Ge£N5,17%. V)Phtalyldiglycin Ber, N I O,69%. Ge£
 N10,71%.璽)()hloracety1-1-phenylalanin Ber. N 5,81%. Gef. N 5,97%.礪)Chloracetyl.
dl-ph・ny1・1・n三 ・(β)豫er・N5・81%・G・f N吊 ・45%・ 、贋D B・・mi・…p…y191y・i・ £・・N
 5,56%.Gef. N 5,81%.双)Bromisocapronyldiglycin BeL N 9ρ6%. Gef. N 9,51%. X)
 8rom董socapronyl-dl-p蓋enylalanin(β)Ber. N 4,09%. Gef. N 4,05%.
 各 基 質 の 分 子 量 の1000分 の1瓦 に,1ccm n-NaOH溶 液(Ph観y1誘 導 醤 の 場 合 は2cc血)を
加 へ た る も の にCitratpufferl6sungを加 へPHを 調 節 し,全 量 を20 ccmと な す.帥%o Md
基 質 溶 液 を 調 製 す.
 (頭)吸 着試験;酵 來 液に稀配酸 叉稀安 門並 に水 を加へて1)H(PH 4,45,87,28,4)を 調節 し,
全 量 をその2倍 量 となす.之 れ にKieselgur 5%,丁 三erk曲le 5%, KaoHn 2%, Tonerde Ai208
として0・1疹 の割 合に混和振盗 した る後 室温(約15。C)に 於 て1時 聞牛一3時 聞静置 す.遠 心
分離器 を以て上腎液 と下暦液 とに分 ち,其 の上居液 を吸着残留溶液(淺 液)と して使用す.次 に
PH 5,8に 於 けるTierkohle被 吸着相 にPH 9,0安 門水を加へ て,吸 着秀離 前の容量 とな し,
よ く振盛 した るもの を遠 心分離器に依 り分離 せ し上 暦液 を溶離液(E正uat)と して使用 す。
 (皿)分 解試愚.;各 溝化基質溶液20ccmに 封 し酵素液2cc凱 の割 合に加 へT・1u。1重 暦の下
に37。C購 卵器 中にて浩化せ しむ.
 満化後24時 闇,72時 間 叉120時 聞後 の各浩 化液4ccmに 就 きFormoltltrationに 依 り酸値測
定 をなす.或 は浩化液2ccmに 就 きVan S互yke法 に依 りNH2-Nを 測定 す.封 照試験 と して
は基質 を含 まざる,酵 素一調節液 を本試験 と同條件下に溝化せ しむ.試 験直後値及 び酵素液 の
みの測定値 を封照値 と して引去 りた る0,1n-NaOHの 増加酸値CCm叉 は増加NH2-N値mg
を分解値 として表 中に記載 す・
                    (191)
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        .          第 一 表  〆Be且zoy191ycinの 分 解
                     4ccm中 の酸 値 増 加(ccm O,1距NaOH)PH 7,3
     臓 器1翫蹴1・ 刺 ・ 劇 言倒 猫 隊 兎隊 釧 犬1豚
       刀チ      丘{甕垂一  了§量   8;1「琴   9;寧茎   §i§…   o至18   §i§§ 1  §i壁}   ?i垂…                                                              1
                24    0,49     0     0,23    0,15    0,07    0,08    0,02    1,0( ヒ  )0
       腎       72    1,39    0,03    0,54    0,36    0,07    0,i8    0,29    1,40               120   i
,67    0,22    0,93    0,43    0,重8    0,29    0,49    翌,40
7麗 多窪隔9。 £2-811;8書r藤 。,?。
               i20 0・85 0,0・ 剛 一 〇_0・0ヨ ー10・1ilO・24               
24}凹0,0510 0 0 0 010,05 0
      筋       72    0,05     0      0      0      0      0.    0,05     0
   .-  120,0・05,。 ・」 ・02イ0・OIO.0・17・0
     ・凸・筋1婁 §,9;?9§1§§ § 「§il弓§i§…1§£1≡
      肺 11計8;§ 『 §i§iに馴 §一、§「1-1_§
               24・,・3・,・31・{・L・ G,・書 ・ ・ …5
      月卑  1;言 8;9ま.巳;81i 81 8 9;9ム 8;8言 9;?{1 9;}孚
               24 0  010,0馴0,02 0  0 0,03 0     
睾 丸 72 0,17 0 0・iO O・11 0 0・0510・10 0            
112・ 四 ・22 0 0・i7 0・1210 0・ 8iO・16 0
       1     、  第 二 表  Bcazoylglycyiglycinの 分 解
                     4ccm、 中 め酸 イ醐 加(ccm O,1取一N・OH)PH 7・3一撚r睡
嗣 …1盟!群 酬 家 兎隊 釧 犬1豚 、
               2410,5010,03 0 0,02.0 0,05 0,08 0,63
      肝 1;1嬬1;葛1;?19'811;lll;{1,1;}1乙;1言
  (ロ ロ )ロ ロ  
       腎       1量§   ;i窪碁   8;塞亨 1  7ilil=    8～}§  「 §i§… .  §i箋毫 」 §ii…・ 1. 茎i≡i婁一
膵 11締 季 §18 II§ §…§劃 引 §…1彗8;塁
       筋幡ili l「一。1,「ll§ 憾 廃
               24     0      0      0      0      0     G,02    0,05    0,09
     心 筋  1;言  9;}§  8;8量  8   呂   8  8;8葦  8;8§ ・綴喜  .
   一肺  1器lg;聾  § §i§i §1 §19;霧(へ  り  )  §1、隠2
      i卑   {  1≡萎} 一{i些象』1 §i§書 1  §      §    8;§塁   …i§婁   8;寧望   9;§子   1
、 睾丸i1器 §i§1 港 §i跨 § § 9;転 9;§玉 §i§§
                                     (192)
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                      第 三 表  マウス肝に依るAcylpeptideの 分解
                         4ccm中 の酸値櫓加(ccm O,1.n-NaOH)
     基 質.1・化時賑 。 、。 、,号 募( ),5商,。 『
ダ(ドへヘロ)
                  ・      24     0     0,33    0,61    0,78    0,58    0,57    0,54    
Ben・ ・ylgly・三n'  072 0,05.1,08 1,40 1・53 i,40 1・38 1・37
                          120    0,04    1,08    1,58    1,65    1,60    互,57    1,34
                          24    0,20    0,34    0,53    0,75 .  0,68    0,62    0,62 、
    Benzoylglycy191ycin       72    0,38    0・63    1・40    1,75   . 1,4㌻    1,45    1,43                          120  
.0,53    1,08    2,05 -  2,35    2,15    2,10    1,92
                          24     -     0     0,04    0,03   印(  )0,08   -0,0五     _
    Benz・yLdHeucy1・lyc量n 1;1.= l l;1舞・禮;器=1;ll l8;8{.=
… 留i
。1漁1(β)溌 三 § § §1§= §1
                          24     -     0,03   ' 0,04    0,02    0,0i   口0,05     G   
Pht・1yldigly・ 五臓   72 - .0,02 0,06 0・05 0,01 0  0
                          畳20 - 0・11 9・10 0・07..0・01 0・05.げ0・03
                  篤 圏 表.マ ウス肝 に依 るHalogenacylpeptideの 分 解    ・
                             2ccm申 の摺 加NH2-N(mg)
         基 叫 ・伽 、。 鑑 評,・ 』 一[正
       讐 蹴}諭  ,1劃 ≡i≡,≡ ・≡[li繁 ≡
       Chl・・ace・yl-dl-. .弓l l・lll l,lll l・lll 9・ll三9錨1・lll
          ph・・y1・1・n・  120 0:0400;0460;084・0'259.0;3050:180 -
   ,B・ ・mi・・c・p・…1-., 1窪 = 二1= '二11 = ・
           dl-ph・・y1・五…n 120 _ _ _ _ 0, i 56 _
       恥麟 騨 ・レ 、lll製 … IL§…i ll…縷(  へ )§…耀 浦、,
                              24     -  1   -      一      一    〇465     -
       B「o鍛畿o簸y11 1;1一 に[一一1藤 一
                        第 五 表  マウス肝Acylaseの 吸着試験  .   '
                         4ccm中 の酸値櫓加(ccm O,1 R-NaOH)            1.
』   ・...   "   2塒 間. i、 、72蒔 鞘 区 1 1201醐
蟷 時PH、 蹉 着着残 製,齢 ・ト
、隷 轟 魎 ・レ、,詣黙 。臨yレ 轟 鍔;、n
        .。 五(の)、ht。d,。,bi。,t O,25 0,37 i O,75 1,32 1,02 2,0(   コロコ     )7
           5% Kieselgu∫        0,23      0,33   ` ・0,168      0,95      丘,00 ・    1,68    
4,4   5%Tierkoh王e    O,07 .. 0,35  0,32   霊,30   0,57   1,95    ..      2% 1くlaolin          O,.25   .  0,33      0,58      0,80      0,75      1,56
二. T・ …d・(0・i%Al・q・)0・25 0・30.i.0・7010・7510・90 L 1・48                                              1                    1
 '          nicht adsorbiert     O,40      0,3G   .  0,90      1,15      1,畳8      2,00           
5% K量eselgur        O, i 5     '0,23    1 0,52      0,80   1  0,74      1,50'㍉8難 蹴
。。。馴幽lll llilil§ 劃 §i§il li塁
                                      (ig3)
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      ・・…d…b…tl1・ ・1・3-155巨55h55 235  
・・ 彰 讐 糠 膿 1器 {器 目1;1}器 窪墓
      2% KaQlln        1  095      030      150  ・   133      150      205
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        第 六 表  マウス肝Acylaseの 吸着溶離試験(獣 炭未PH 5,8)
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                 穂       括  ψ
 (1)豚,犬,家 鶏,家 兎,猫,モ ルモツ ト,白 鼠叉 マウスの各臓器 に於 け るBenzoyiglycln又
BenzoyIdiglycln分 解酵素作用 の分布状態 を槍査せ り。 マ ウス叉豚の肝 並 に腎に依 る分解1直最
も大 な り。殊 にマ ウス膵に於 て他の動 物臓器 に比 し分解 彊大 なるを認 めた り.
 (2)マ ウス肝 中に強力な るBenzoy亙91ycin(PH 7,0-7,5)叉Benzoyldiglycin(PH 7,0-8,0)
分解酵素作用 を認 めた り・ その程度 は豚肝に比適 す・
(3)B・n・ ・y1-dM・ubylgly・in,8・n・ ・yl-d1-Pheny1・1謡n(β), Pht・1yld量91ycinは マ ウス肝酵素
作 用 に封 し抵抗 あ り.
 (4)Chloracety1-1-phenylalanin(α)はChloracetyl-d1-p五enylalanin(,3) に 比 し 分解 著明
(PH 7,5)に して, Bromisocapronyld量glyc孟nも 分解陽性な り・
 (5)PH 5,8に 於 て5%Tierko漉 に依 る マウス肝 のBenzoylglycin及 びBenzoyldi91yda
分解 酵素 作用の 吸着 を 観 る.此 の被吸着相 を PH 9,0 安 門水 にて離溶 した るに Benzoyl-
91ychfを 分解す る も,Benzoyldiglycinを 分解 し得 ざる酵素液を牧得 せ り・       ,
                    (194)
   .     吉 岡.:マ.ウ ス 肝Acylase作 用 に 就 き て
               (昭 和十 四 年 十 二 月 化學 研 究 所 講 演會 に て畿 表)
  欄筆 に臨 み 恩 師 内野 教 授 並 に荻 生 教授 の御 懇 篤 な る御 指 導 に封 し衷心 よ り謝 意 を表 す。
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